
②②北北里里大大学学学学位位規規程程

（目 的）

第１条 北里大学（以下「本大学」という。）学位規程は、学位規則（昭和 年文部省令第 号）に基づき、本大

学において授与する学位に関し必要な事項を定めることを目的とする。

（学位の種類）

第２条 本大学において授与する学位は、学士、修士及び博士とし、その種類は次のとおりとする。

学士

学士（薬学）、学士（薬科学）、学士（獣医学）、学士（農学）、学士（医学）、学士（水産学）、学士（看護学）、

学士（理学）、学士（理学療法学）、学士（作業療法学）、学士（言語聴覚療法学）、学士（視覚機能療法学）、学

士（臨床工学）、学士（診療放射線技術科学）、学士（保健衛生学）、学士（医療検査学）、学士（工学）

修士

修士（薬科学）、修士（臨床統計学）、修士（医薬開発学）、修士（農学）、修士（水産学）、修士（看護学）、修

士（理学）、修士（生命科学）、修士（医科学）、修士（医療科学）、修士（感染制御科学）、修士（工学）

博士

博士（薬学）、博士（薬科学）、博士（臨床統計学）、博士（医薬開発学）、博士（獣医学）、博士（農学）、博士

（医科学）、博士（医学）、博士（水産学）、博士（看護学）、博士（理学）、博士（生命科学）、博士（感染制御科

学）

（学位授与の要件）

第３条 本大学学則及び大学院学則の定めるところにより、当該の課程を修了した者には、学士、修士又は博士の

学位を授与する。

２ 博士の学位の授与は、本大学院博士課程を経ない者であっても学位論文を提出してその審査に合格し、かつ、

専攻学術に関し本大学院博士課程を修了した者と同等以上の学力を有することが確認された者に対し行うこと

ができる。

（学位論文提出の資格）

第４条 前条第１項に係り、学位論文を提出することができる者は、当該の課程において学則所定の単位を修得し

学位論文の主題とその研究計画書を当該研究指導教授又は研究指導准教授に提出し、その承認を受けた者とする。

（獣医学系研究科獣医学専攻博士課程及び医療系研究科博士課程への学位論文提出の要件）

第５条 第３条第２項の規定により研究科（学府を含む。以下同じ。）に学位を申請することができる者のうち、

獣医学系研究科獣医学専攻博士課程及び医療系研究科博士課程にあっては、次の各号の一を満たさなければなら

ない。

獣医学系研究科獣医学専攻に学位を申請することができる者は、５年以上の研究歴がなければならない。

医療系研究科に学位を申請することができる者は、基礎医学においては５年以上、臨床医学においては 年

以上の研究歴を有し、次の各項目の一に該当する者とする。

イ 大学における修業年限６年の課程（医学、歯学又は獣医学）を卒業した者

ロ 修士の学位を有する者

ハ その他、前各項目と同等以上の学力があると認められた者

２ 前項各号の研究歴とは、次の各号の一に該当するものとする。

大学院に在学した者は、その在学した期間

大学の専任職員として研究に従事した期間

研究科委員会（学府教授会を含む。以下同じ。）が認めた高度の研究機関において専任職員として研究に従

事した期間

研究科委員会が前号と同等以上と認める方法により研究に従事した期間

（学位の授与の申請）

第６条 第３条第１項の規定により博士の学位の授与を申請する者は、所定の様式により学位申請書に学位論文、

履歴書、論文目録及び論文内容要旨を添えて当該研究科長（学府長を含む。以下同じ。）を経て学長に提出する

ものとする。

２ 第３条第２項の規定により博士の学位の授与を申請する者は、前項に定めるもののほか、研究歴証明書及び論

文審査料を添えて提出するものとする。

３ 前項の論文審査料は別表１のとおりとし、受理した学位論文及び論文審査料は、いかなる事由があっても返却

しない。

４ 論文審査料の減免については、各部門において別に定める。

（学位論文の提出）

第７条 修士課程及び博士課程の学位論文は２部作成し、当該研究指導教授又は研究指導准教授を通じ、研究科長

を経て在学期間中に学長に提出するものとする。

２ 第３条第２項による学位論文の提出は次による。

主論文１編とし、他に参考論文を添えることができる。

審査のため必要があるときは、学位論文の副本、訳本、模型又は標本などの材料を提出させることがある。

（審査委員会）

第８条 学位論文を審査するため、当該研究科委員会に審査委員会を置き、研究科委員会が指名する委員をもって

構成する。

２ 審査委員会は３名以上とする。

３ 研究指導教員は、原則として学位審査委員会の委員にならないものとする。

４ 審査の主査は、研究科委員会の指名する教員とする。なお、審査について必要な事項については別に定める。

（学位論文の審査及び学力の確認等）

第９条 審査委員会は、次により学位論文の審査、最終試験（以下「試験」という。）及び学力の確認を行う。

試験は、学位論文を中心として、これに関連ある授業科目について口頭あるいは筆頭試問によって行う。

第３条第２項に係る者については、学力の確認のため、前号の試験に加えて外国語を課するものとする。

２ 審査委員会は、審査の結果を研究科委員会に報告する。

３ 研究科委員会は、審査について必要があるときは、他の大学院又は研究所等の教員等の協力を得ることができ

る。必要な事項については別に定める。

（学位論文の審査期限）

第 条 審査委員会は、第４条第１項に係る者については在学期間中に審査を終了し、第３条第２項に係る者に

ついては論文の審査を委嘱されてから 年以内に審査及び試験を終了するものとする。

（判 定）

第 条 研究科委員会は、第９条第２項の報告に基づき、学位論文の審査、学力の確認及び試験の合否を議決す

る。

２ 前項に関し合格とする議決には、本大学院学則第 条（研究科委員会、学府教授会）第４項乃至第５項の定

めにかかわらず、構成員の３分の２以上の出席を要し、出席者の３分の２以上の同意を要する。

（学位の授与）

第 条 学長は、前条の議決に基づき、学位を授与すべき者には所定の学位記を授与し、学位を授与できない者

にはその旨を通知する。

（論文要旨等の公表）

第 条 学長は、博士の学位を授与したときは、当該博士の学位を授与した日から３ヶ月以内に、その論文の内

− 616 −

②②北北里里大大学学学学位位規規程程

（目 的）

第１条 北里大学（以下「本大学」という。）学位規程は、学位規則（昭和 年文部省令第 号）に基づき、本大

学において授与する学位に関し必要な事項を定めることを目的とする。

（学位の種類）

第２条 本大学において授与する学位は、学士、修士及び博士とし、その種類は次のとおりとする。

学士

学士（薬学）、学士（薬科学）、学士（獣医学）、学士（農学）、学士（医学）、学士（水産学）、学士（看護学）、

学士（理学）、学士（理学療法学）、学士（作業療法学）、学士（言語聴覚療法学）、学士（視覚機能療法学）、学

士（臨床工学）、学士（診療放射線技術科学）、学士（保健衛生学）、学士（医療検査学）、学士（工学）

修士

修士（薬科学）、修士（臨床統計学）、修士（医薬開発学）、修士（農学）、修士（水産学）、修士（看護学）、修

士（理学）、修士（生命科学）、修士（医科学）、修士（医療科学）、修士（感染制御科学）、修士（工学）

博士

博士（薬学）、博士（薬科学）、博士（臨床統計学）、博士（医薬開発学）、博士（獣医学）、博士（農学）、博士

（医科学）、博士（医学）、博士（水産学）、博士（看護学）、博士（理学）、博士（生命科学）、博士（感染制御科

学）

（学位授与の要件）

第３条 本大学学則及び大学院学則の定めるところにより、当該の課程を修了した者には、学士、修士又は博士の

学位を授与する。

２ 博士の学位の授与は、本大学院博士課程を経ない者であっても学位論文を提出してその審査に合格し、かつ、

専攻学術に関し本大学院博士課程を修了した者と同等以上の学力を有することが確認された者に対し行うこと

ができる。

（学位論文提出の資格）

第４条 前条第１項に係り、学位論文を提出することができる者は、当該の課程において学則所定の単位を修得し

学位論文の主題とその研究計画書を当該研究指導教授又は研究指導准教授に提出し、その承認を受けた者とする。

（獣医学系研究科獣医学専攻博士課程及び医療系研究科博士課程への学位論文提出の要件）

第５条 第３条第２項の規定により研究科（学府を含む。以下同じ。）に学位を申請することができる者のうち、

獣医学系研究科獣医学専攻博士課程及び医療系研究科博士課程にあっては、次の各号の一を満たさなければなら

ない。

獣医学系研究科獣医学専攻に学位を申請することができる者は、５年以上の研究歴がなければならない。

医療系研究科に学位を申請することができる者は、基礎医学においては５年以上、臨床医学においては 年

以上の研究歴を有し、次の各項目の一に該当する者とする。

イ 大学における修業年限６年の課程（医学、歯学又は獣医学）を卒業した者

ロ 修士の学位を有する者

ハ その他、前各項目と同等以上の学力があると認められた者

２ 前項各号の研究歴とは、次の各号の一に該当するものとする。

大学院に在学した者は、その在学した期間

大学の専任職員として研究に従事した期間

研究科委員会（学府教授会を含む。以下同じ。）が認めた高度の研究機関において専任職員として研究に従

事した期間

研究科委員会が前号と同等以上と認める方法により研究に従事した期間

（学位の授与の申請）

第６条 第３条第１項の規定により博士の学位の授与を申請する者は、所定の様式により学位申請書に学位論文、

履歴書、論文目録及び論文内容要旨を添えて当該研究科長（学府長を含む。以下同じ。）を経て学長に提出する

ものとする。

２ 第３条第２項の規定により博士の学位の授与を申請する者は、前項に定めるもののほか、研究歴証明書及び論

文審査料を添えて提出するものとする。

３ 前項の論文審査料は別表１のとおりとし、受理した学位論文及び論文審査料は、いかなる事由があっても返却

しない。

４ 論文審査料の減免については、各部門において別に定める。

（学位論文の提出）

第７条 修士課程及び博士課程の学位論文は２部作成し、当該研究指導教授又は研究指導准教授を通じ、研究科長

を経て在学期間中に学長に提出するものとする。

２ 第３条第２項による学位論文の提出は次による。

主論文１編とし、他に参考論文を添えることができる。

審査のため必要があるときは、学位論文の副本、訳本、模型又は標本などの材料を提出させることがある。

（審査委員会）

第８条 学位論文を審査するため、当該研究科委員会に審査委員会を置き、研究科委員会が指名する委員をもって

構成する。

２ 審査委員会は３名以上とする。

３ 研究指導教員は、原則として学位審査委員会の委員にならないものとする。

４ 審査の主査は、研究科委員会の指名する教員とする。なお、審査について必要な事項については別に定める。

（学位論文の審査及び学力の確認等）

第９条 審査委員会は、次により学位論文の審査、最終試験（以下「試験」という。）及び学力の確認を行う。

試験は、学位論文を中心として、これに関連ある授業科目について口頭あるいは筆頭試問によって行う。

第３条第２項に係る者については、学力の確認のため、前号の試験に加えて外国語を課するものとする。

２ 審査委員会は、審査の結果を研究科委員会に報告する。

３ 研究科委員会は、審査について必要があるときは、他の大学院又は研究所等の教員等の協力を得ることができ

る。必要な事項については別に定める。

（学位論文の審査期限）

第 条 審査委員会は、第４条第１項に係る者については在学期間中に審査を終了し、第３条第２項に係る者に

ついては論文の審査を委嘱されてから 年以内に審査及び試験を終了するものとする。

（判 定）

第 条 研究科委員会は、第９条第２項の報告に基づき、学位論文の審査、学力の確認及び試験の合否を議決す

る。

２ 前項に関し合格とする議決には、本大学院学則第 条（研究科委員会、学府教授会）第４項乃至第５項の定

めにかかわらず、構成員の３分の２以上の出席を要し、出席者の３分の２以上の同意を要する。

（学位の授与）

第 条 学長は、前条の議決に基づき、学位を授与すべき者には所定の学位記を授与し、学位を授与できない者

にはその旨を通知する。

（論文要旨等の公表）

第 条 学長は、博士の学位を授与したときは、当該博士の学位を授与した日から３ヶ月以内に、その論文の内

− 617 −

NO.29_240319_1200_daigakuin_syllabus_iryokeikenkyuka.indd   616NO.29_240319_1200_daigakuin_syllabus_iryokeikenkyuka.indd   616 2024/03/19   12:112024/03/19   12:11



②②北北里里大大学学学学位位規規程程

（目 的）

第１条 北里大学（以下「本大学」という。）学位規程は、学位規則（昭和 年文部省令第 号）に基づき、本大

学において授与する学位に関し必要な事項を定めることを目的とする。

（学位の種類）

第２条 本大学において授与する学位は、学士、修士及び博士とし、その種類は次のとおりとする。

学士

学士（薬学）、学士（薬科学）、学士（獣医学）、学士（農学）、学士（医学）、学士（水産学）、学士（看護学）、

学士（理学）、学士（理学療法学）、学士（作業療法学）、学士（言語聴覚療法学）、学士（視覚機能療法学）、学

士（臨床工学）、学士（診療放射線技術科学）、学士（保健衛生学）、学士（医療検査学）、学士（工学）

修士

修士（薬科学）、修士（臨床統計学）、修士（医薬開発学）、修士（農学）、修士（水産学）、修士（看護学）、修

士（理学）、修士（生命科学）、修士（医科学）、修士（医療科学）、修士（感染制御科学）、修士（工学）

博士

博士（薬学）、博士（薬科学）、博士（臨床統計学）、博士（医薬開発学）、博士（獣医学）、博士（農学）、博士

（医科学）、博士（医学）、博士（水産学）、博士（看護学）、博士（理学）、博士（生命科学）、博士（感染制御科

学）

（学位授与の要件）

第３条 本大学学則及び大学院学則の定めるところにより、当該の課程を修了した者には、学士、修士又は博士の
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医療系研究科に学位を申請することができる者は、基礎医学においては５年以上、臨床医学においては 年

以上の研究歴を有し、次の各項目の一に該当する者とする。

イ 大学における修業年限６年の課程（医学、歯学又は獣医学）を卒業した者

ロ 修士の学位を有する者

ハ その他、前各項目と同等以上の学力があると認められた者

２ 前項各号の研究歴とは、次の各号の一に該当するものとする。

大学院に在学した者は、その在学した期間

大学の専任職員として研究に従事した期間

研究科委員会（学府教授会を含む。以下同じ。）が認めた高度の研究機関において専任職員として研究に従

事した期間

研究科委員会が前号と同等以上と認める方法により研究に従事した期間

（学位の授与の申請）

第６条 第３条第１項の規定により博士の学位の授与を申請する者は、所定の様式により学位申請書に学位論文、

履歴書、論文目録及び論文内容要旨を添えて当該研究科長（学府長を含む。以下同じ。）を経て学長に提出する

ものとする。

２ 第３条第２項の規定により博士の学位の授与を申請する者は、前項に定めるもののほか、研究歴証明書及び論

文審査料を添えて提出するものとする。

３ 前項の論文審査料は別表１のとおりとし、受理した学位論文及び論文審査料は、いかなる事由があっても返却

しない。

４ 論文審査料の減免については、各部門において別に定める。

（学位論文の提出）

第７条 修士課程及び博士課程の学位論文は２部作成し、当該研究指導教授又は研究指導准教授を通じ、研究科長

を経て在学期間中に学長に提出するものとする。

２ 第３条第２項による学位論文の提出は次による。

主論文１編とし、他に参考論文を添えることができる。

審査のため必要があるときは、学位論文の副本、訳本、模型又は標本などの材料を提出させることがある。

（審査委員会）

第８条 学位論文を審査するため、当該研究科委員会に審査委員会を置き、研究科委員会が指名する委員をもって

構成する。

２ 審査委員会は３名以上とする。

３ 研究指導教員は、原則として学位審査委員会の委員にならないものとする。

４ 審査の主査は、研究科委員会の指名する教員とする。なお、審査について必要な事項については別に定める。

（学位論文の審査及び学力の確認等）

第９条 審査委員会は、次により学位論文の審査、最終試験（以下「試験」という。）及び学力の確認を行う。

試験は、学位論文を中心として、これに関連ある授業科目について口頭あるいは筆頭試問によって行う。

第３条第２項に係る者については、学力の確認のため、前号の試験に加えて外国語を課するものとする。

２ 審査委員会は、審査の結果を研究科委員会に報告する。

３ 研究科委員会は、審査について必要があるときは、他の大学院又は研究所等の教員等の協力を得ることができ

る。必要な事項については別に定める。

（学位論文の審査期限）

第 条 審査委員会は、第４条第１項に係る者については在学期間中に審査を終了し、第３条第２項に係る者に

ついては論文の審査を委嘱されてから 年以内に審査及び試験を終了するものとする。

（判 定）

第 条 研究科委員会は、第９条第２項の報告に基づき、学位論文の審査、学力の確認及び試験の合否を議決す

る。

２ 前項に関し合格とする議決には、本大学院学則第 条（研究科委員会、学府教授会）第４項乃至第５項の定

めにかかわらず、構成員の３分の２以上の出席を要し、出席者の３分の２以上の同意を要する。

（学位の授与）

第 条 学長は、前条の議決に基づき、学位を授与すべき者には所定の学位記を授与し、学位を授与できない者

にはその旨を通知する。

（論文要旨等の公表）

第 条 学長は、博士の学位を授与したときは、当該博士の学位を授与した日から３ヶ月以内に、その論文の内
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②②北北里里大大学学学学位位規規程程

（目 的）

第１条 北里大学（以下「本大学」という。）学位規程は、学位規則（昭和 年文部省令第 号）に基づき、本大

学において授与する学位に関し必要な事項を定めることを目的とする。

（学位の種類）

第２条 本大学において授与する学位は、学士、修士及び博士とし、その種類は次のとおりとする。

学士

学士（薬学）、学士（薬科学）、学士（獣医学）、学士（農学）、学士（医学）、学士（水産学）、学士（看護学）、

学士（理学）、学士（理学療法学）、学士（作業療法学）、学士（言語聴覚療法学）、学士（視覚機能療法学）、学

士（臨床工学）、学士（診療放射線技術科学）、学士（保健衛生学）、学士（医療検査学）、学士（工学）

修士

修士（薬科学）、修士（臨床統計学）、修士（医薬開発学）、修士（農学）、修士（水産学）、修士（看護学）、修

士（理学）、修士（生命科学）、修士（医科学）、修士（医療科学）、修士（感染制御科学）、修士（工学）

博士

博士（薬学）、博士（薬科学）、博士（臨床統計学）、博士（医薬開発学）、博士（獣医学）、博士（農学）、博士

（医科学）、博士（医学）、博士（水産学）、博士（看護学）、博士（理学）、博士（生命科学）、博士（感染制御科

学）

（学位授与の要件）

第３条 本大学学則及び大学院学則の定めるところにより、当該の課程を修了した者には、学士、修士又は博士の

学位を授与する。

２ 博士の学位の授与は、本大学院博士課程を経ない者であっても学位論文を提出してその審査に合格し、かつ、

専攻学術に関し本大学院博士課程を修了した者と同等以上の学力を有することが確認された者に対し行うこと

ができる。

（学位論文提出の資格）

第４条 前条第１項に係り、学位論文を提出することができる者は、当該の課程において学則所定の単位を修得し

学位論文の主題とその研究計画書を当該研究指導教授又は研究指導准教授に提出し、その承認を受けた者とする。

（獣医学系研究科獣医学専攻博士課程及び医療系研究科博士課程への学位論文提出の要件）

第５条 第３条第２項の規定により研究科（学府を含む。以下同じ。）に学位を申請することができる者のうち、

獣医学系研究科獣医学専攻博士課程及び医療系研究科博士課程にあっては、次の各号の一を満たさなければなら

ない。

獣医学系研究科獣医学専攻に学位を申請することができる者は、５年以上の研究歴がなければならない。

医療系研究科に学位を申請することができる者は、基礎医学においては５年以上、臨床医学においては 年

以上の研究歴を有し、次の各項目の一に該当する者とする。

イ 大学における修業年限６年の課程（医学、歯学又は獣医学）を卒業した者

ロ 修士の学位を有する者

ハ その他、前各項目と同等以上の学力があると認められた者

２ 前項各号の研究歴とは、次の各号の一に該当するものとする。

大学院に在学した者は、その在学した期間

大学の専任職員として研究に従事した期間

研究科委員会（学府教授会を含む。以下同じ。）が認めた高度の研究機関において専任職員として研究に従

事した期間

研究科委員会が前号と同等以上と認める方法により研究に従事した期間

（学位の授与の申請）

第６条 第３条第１項の規定により博士の学位の授与を申請する者は、所定の様式により学位申請書に学位論文、

履歴書、論文目録及び論文内容要旨を添えて当該研究科長（学府長を含む。以下同じ。）を経て学長に提出する

ものとする。

２ 第３条第２項の規定により博士の学位の授与を申請する者は、前項に定めるもののほか、研究歴証明書及び論

文審査料を添えて提出するものとする。

３ 前項の論文審査料は別表１のとおりとし、受理した学位論文及び論文審査料は、いかなる事由があっても返却

しない。

４ 論文審査料の減免については、各部門において別に定める。

（学位論文の提出）

第７条 修士課程及び博士課程の学位論文は２部作成し、当該研究指導教授又は研究指導准教授を通じ、研究科長

を経て在学期間中に学長に提出するものとする。

２ 第３条第２項による学位論文の提出は次による。

主論文１編とし、他に参考論文を添えることができる。

審査のため必要があるときは、学位論文の副本、訳本、模型又は標本などの材料を提出させることがある。

（審査委員会）

第８条 学位論文を審査するため、当該研究科委員会に審査委員会を置き、研究科委員会が指名する委員をもって

構成する。

２ 審査委員会は３名以上とする。

３ 研究指導教員は、原則として学位審査委員会の委員にならないものとする。

４ 審査の主査は、研究科委員会の指名する教員とする。なお、審査について必要な事項については別に定める。

（学位論文の審査及び学力の確認等）

第９条 審査委員会は、次により学位論文の審査、最終試験（以下「試験」という。）及び学力の確認を行う。

試験は、学位論文を中心として、これに関連ある授業科目について口頭あるいは筆頭試問によって行う。

第３条第２項に係る者については、学力の確認のため、前号の試験に加えて外国語を課するものとする。

２ 審査委員会は、審査の結果を研究科委員会に報告する。

３ 研究科委員会は、審査について必要があるときは、他の大学院又は研究所等の教員等の協力を得ることができ

る。必要な事項については別に定める。

（学位論文の審査期限）

第 条 審査委員会は、第４条第１項に係る者については在学期間中に審査を終了し、第３条第２項に係る者に

ついては論文の審査を委嘱されてから 年以内に審査及び試験を終了するものとする。

（判 定）

第 条 研究科委員会は、第９条第２項の報告に基づき、学位論文の審査、学力の確認及び試験の合否を議決す

る。

２ 前項に関し合格とする議決には、本大学院学則第 条（研究科委員会、学府教授会）第４項乃至第５項の定

めにかかわらず、構成員の３分の２以上の出席を要し、出席者の３分の２以上の同意を要する。

（学位の授与）

第 条 学長は、前条の議決に基づき、学位を授与すべき者には所定の学位記を授与し、学位を授与できない者

にはその旨を通知する。

（論文要旨等の公表）

第 条 学長は、博士の学位を授与したときは、当該博士の学位を授与した日から３ヶ月以内に、その論文の内
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容の要旨及び論文審査の結果の要旨をインターネットの利用により公表する。

（学位論文の公表）

第 条 博士の学位を授与された者は、当該学位を授与された日から１年以内に、その論文の全文をインターネ

ットの利用により公表しなければならない。

ただし、当該学位を授与される前にすでにインターネットの利用により公表したときは、この限りでない。

２ 前項の規定にかかわらず、博士の学位を授与された者は、やむを得ない事由がある場合には、当該研究科長の

了承を得た後、学長の承認を受けて、当該博士の学位の授与に係る論文の全文に代えてその内容を要約したもの

を公表することができる。この場合において、本学はその論文の全文を求めに応じて閲覧に供するものとする。

３ 前２項の規定による公表は、本学の協力を得て、インターネットの利用により行うものとする。

（公表の方法）

第 条の２ 第 条及び第 条に規定するインターネットによる公表は、原則として「北里大学リポジトリ」

の利用により行うものとする。

（学位の名称）

第 条 学位を授与された者が、学位の名称を用いるときは、当該学位名の下に「北里大学」と大学名を付記す

るものとする。

（学位の取消し）

第 条 本大学において学位の授与を受けた者が、次の各号の一に該当する場合は、学長は研究科委員会の議を

経てその学位を取り消す。

不正の方法によって学位を受けた事実が判明した場合

名誉を汚す行為があると認められた場合

（学位記の再交付）

第 条 学位記の再交付を受けようとする者は、理由を明記して、学長に申請しなければならない。

（登 録）

第 条 本大学において博士の学位を授与したときは、学長は当該学位を授与した日から３ヶ月以内に、学位授

与報告書を文部科学大臣に提出し、学位簿に登録する。

（学位記の様式）

第 条 学位記の様式は別表２のとおりとする。

（細 則）

第 条 この規程の実施に際し、必要な事項については細則を定める。

附則

この規程は、昭和 年４月１日から施行する。

附則

この規程は、昭和 年４月１日から施行する。

附則

１ この規程、は昭和 年４月１日から施行する。

２ 第 条に定める学位記の様式は、昭和 年度から適用する。

附則

この規程は、平成２年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成３年４月１日から施行する。

附則

第 条（学位の種類）、第３条（学位授与の要件）第１項及び第 条（学位記の様式）については、平成３年

７月１日から適用する。

附則

この規程は、平成５年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成６年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成８年４月１日から施行する。

附則

１ この規程は、平成９年４月１日から施行する。

２ 衛生学部の廃止にともない、第２条（学位の種類）から学士（保健衛生学）を削除する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則

１ この規程は、平成 年４月１日から施行する。

２ 衛生学研究科の廃止にともない、第２条（学位の種類）から修士（衛生学）、修士（学術）、博士（保健学）、

博士（学術）を、第６条（学位の授与の申請）第３項に定める別表１から衛生学研究科関係条項を削除する。

附則

１ この規程は、平成 年４月１日から施行する。

２ 医学研究科の廃止にともない、第４条（学位論文提出の資格）、第５条（獣医学系研究科獣医学専攻博士課程

及び医学研究科博士課程への学位論文提出の要件）並びに第６条（学位の授与の申請）第３項に定める別表１か

ら医学研究科関係条項を削除する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則

１ この規程は、平成 年４月１日から施行する。

２ 医療衛生学部衛生技術学科臨床検査学専攻・産業衛生学専攻の廃止にともない、第２条（学位の種類）から学

士（衛生技術学）を削除する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。
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容の要旨及び論文審査の結果の要旨をインターネットの利用により公表する。

（学位論文の公表）

第 条 博士の学位を授与された者は、当該学位を授与された日から１年以内に、その論文の全文をインターネ

ットの利用により公表しなければならない。

ただし、当該学位を授与される前にすでにインターネットの利用により公表したときは、この限りでない。

２ 前項の規定にかかわらず、博士の学位を授与された者は、やむを得ない事由がある場合には、当該研究科長の

了承を得た後、学長の承認を受けて、当該博士の学位の授与に係る論文の全文に代えてその内容を要約したもの

を公表することができる。この場合において、本学はその論文の全文を求めに応じて閲覧に供するものとする。

３ 前２項の規定による公表は、本学の協力を得て、インターネットの利用により行うものとする。

（公表の方法）

第 条の２ 第 条及び第 条に規定するインターネットによる公表は、原則として「北里大学リポジトリ」

の利用により行うものとする。

（学位の名称）

第 条 学位を授与された者が、学位の名称を用いるときは、当該学位名の下に「北里大学」と大学名を付記す

るものとする。

（学位の取消し）

第 条 本大学において学位の授与を受けた者が、次の各号の一に該当する場合は、学長は研究科委員会の議を

経てその学位を取り消す。

不正の方法によって学位を受けた事実が判明した場合

名誉を汚す行為があると認められた場合

（学位記の再交付）

第 条 学位記の再交付を受けようとする者は、理由を明記して、学長に申請しなければならない。

（登 録）

第 条 本大学において博士の学位を授与したときは、学長は当該学位を授与した日から３ヶ月以内に、学位授

与報告書を文部科学大臣に提出し、学位簿に登録する。

（学位記の様式）

第 条 学位記の様式は別表２のとおりとする。

（細 則）

第 条 この規程の実施に際し、必要な事項については細則を定める。

附則

この規程は、昭和 年４月１日から施行する。

附則

この規程は、昭和 年４月１日から施行する。

附則

１ この規程、は昭和 年４月１日から施行する。

２ 第 条に定める学位記の様式は、昭和 年度から適用する。

附則

この規程は、平成２年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成３年４月１日から施行する。

附則

第 条（学位の種類）、第３条（学位授与の要件）第１項及び第 条（学位記の様式）については、平成３年

７月１日から適用する。

附則

この規程は、平成５年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成６年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成８年４月１日から施行する。

附則

１ この規程は、平成９年４月１日から施行する。

２ 衛生学部の廃止にともない、第２条（学位の種類）から学士（保健衛生学）を削除する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則

１ この規程は、平成 年４月１日から施行する。

２ 衛生学研究科の廃止にともない、第２条（学位の種類）から修士（衛生学）、修士（学術）、博士（保健学）、

博士（学術）を、第６条（学位の授与の申請）第３項に定める別表１から衛生学研究科関係条項を削除する。

附則

１ この規程は、平成 年４月１日から施行する。

２ 医学研究科の廃止にともない、第４条（学位論文提出の資格）、第５条（獣医学系研究科獣医学専攻博士課程

及び医学研究科博士課程への学位論文提出の要件）並びに第６条（学位の授与の申請）第３項に定める別表１か

ら医学研究科関係条項を削除する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則

１ この規程は、平成 年４月１日から施行する。

２ 医療衛生学部衛生技術学科臨床検査学専攻・産業衛生学専攻の廃止にともない、第２条（学位の種類）から学

士（衛生技術学）を削除する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。
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容の要旨及び論文審査の結果の要旨をインターネットの利用により公表する。

（学位論文の公表）

第 条 博士の学位を授与された者は、当該学位を授与された日から１年以内に、その論文の全文をインターネ

ットの利用により公表しなければならない。

ただし、当該学位を授与される前にすでにインターネットの利用により公表したときは、この限りでない。

２ 前項の規定にかかわらず、博士の学位を授与された者は、やむを得ない事由がある場合には、当該研究科長の

了承を得た後、学長の承認を受けて、当該博士の学位の授与に係る論文の全文に代えてその内容を要約したもの

を公表することができる。この場合において、本学はその論文の全文を求めに応じて閲覧に供するものとする。

３ 前２項の規定による公表は、本学の協力を得て、インターネットの利用により行うものとする。

（公表の方法）

第 条の２ 第 条及び第 条に規定するインターネットによる公表は、原則として「北里大学リポジトリ」

の利用により行うものとする。

（学位の名称）

第 条 学位を授与された者が、学位の名称を用いるときは、当該学位名の下に「北里大学」と大学名を付記す

るものとする。

（学位の取消し）

第 条 本大学において学位の授与を受けた者が、次の各号の一に該当する場合は、学長は研究科委員会の議を

経てその学位を取り消す。

不正の方法によって学位を受けた事実が判明した場合

名誉を汚す行為があると認められた場合

（学位記の再交付）

第 条 学位記の再交付を受けようとする者は、理由を明記して、学長に申請しなければならない。

（登 録）

第 条 本大学において博士の学位を授与したときは、学長は当該学位を授与した日から３ヶ月以内に、学位授

与報告書を文部科学大臣に提出し、学位簿に登録する。

（学位記の様式）

第 条 学位記の様式は別表２のとおりとする。

（細 則）

第 条 この規程の実施に際し、必要な事項については細則を定める。

附則

この規程は、昭和 年４月１日から施行する。

附則

この規程は、昭和 年４月１日から施行する。

附則

１ この規程、は昭和 年４月１日から施行する。

２ 第 条に定める学位記の様式は、昭和 年度から適用する。

附則

この規程は、平成２年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成３年４月１日から施行する。

附則

第 条（学位の種類）、第３条（学位授与の要件）第１項及び第 条（学位記の様式）については、平成３年

７月１日から適用する。

附則

この規程は、平成５年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成６年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成８年４月１日から施行する。

附則

１ この規程は、平成９年４月１日から施行する。

２ 衛生学部の廃止にともない、第２条（学位の種類）から学士（保健衛生学）を削除する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則

１ この規程は、平成 年４月１日から施行する。

２ 衛生学研究科の廃止にともない、第２条（学位の種類）から修士（衛生学）、修士（学術）、博士（保健学）、

博士（学術）を、第６条（学位の授与の申請）第３項に定める別表１から衛生学研究科関係条項を削除する。

附則

１ この規程は、平成 年４月１日から施行する。

２ 医学研究科の廃止にともない、第４条（学位論文提出の資格）、第５条（獣医学系研究科獣医学専攻博士課程

及び医学研究科博士課程への学位論文提出の要件）並びに第６条（学位の授与の申請）第３項に定める別表１か

ら医学研究科関係条項を削除する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則

１ この規程は、平成 年４月１日から施行する。

２ 医療衛生学部衛生技術学科臨床検査学専攻・産業衛生学専攻の廃止にともない、第２条（学位の種類）から学

士（衛生技術学）を削除する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。
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容の要旨及び論文審査の結果の要旨をインターネットの利用により公表する。

（学位論文の公表）

第 条 博士の学位を授与された者は、当該学位を授与された日から１年以内に、その論文の全文をインターネ

ットの利用により公表しなければならない。

ただし、当該学位を授与される前にすでにインターネットの利用により公表したときは、この限りでない。

２ 前項の規定にかかわらず、博士の学位を授与された者は、やむを得ない事由がある場合には、当該研究科長の

了承を得た後、学長の承認を受けて、当該博士の学位の授与に係る論文の全文に代えてその内容を要約したもの

を公表することができる。この場合において、本学はその論文の全文を求めに応じて閲覧に供するものとする。

３ 前２項の規定による公表は、本学の協力を得て、インターネットの利用により行うものとする。

（公表の方法）

第 条の２ 第 条及び第 条に規定するインターネットによる公表は、原則として「北里大学リポジトリ」

の利用により行うものとする。

（学位の名称）

第 条 学位を授与された者が、学位の名称を用いるときは、当該学位名の下に「北里大学」と大学名を付記す

るものとする。

（学位の取消し）

第 条 本大学において学位の授与を受けた者が、次の各号の一に該当する場合は、学長は研究科委員会の議を

経てその学位を取り消す。

不正の方法によって学位を受けた事実が判明した場合

名誉を汚す行為があると認められた場合

（学位記の再交付）

第 条 学位記の再交付を受けようとする者は、理由を明記して、学長に申請しなければならない。

（登 録）

第 条 本大学において博士の学位を授与したときは、学長は当該学位を授与した日から３ヶ月以内に、学位授

与報告書を文部科学大臣に提出し、学位簿に登録する。

（学位記の様式）

第 条 学位記の様式は別表２のとおりとする。

（細 則）

第 条 この規程の実施に際し、必要な事項については細則を定める。

附則

この規程は、昭和 年４月１日から施行する。

附則

この規程は、昭和 年４月１日から施行する。

附則

１ この規程、は昭和 年４月１日から施行する。

２ 第 条に定める学位記の様式は、昭和 年度から適用する。

附則

この規程は、平成２年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成３年４月１日から施行する。

附則

第 条（学位の種類）、第３条（学位授与の要件）第１項及び第 条（学位記の様式）については、平成３年

７月１日から適用する。

附則

この規程は、平成５年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成６年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成８年４月１日から施行する。

附則

１ この規程は、平成９年４月１日から施行する。

２ 衛生学部の廃止にともない、第２条（学位の種類）から学士（保健衛生学）を削除する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則

１ この規程は、平成 年４月１日から施行する。

２ 衛生学研究科の廃止にともない、第２条（学位の種類）から修士（衛生学）、修士（学術）、博士（保健学）、

博士（学術）を、第６条（学位の授与の申請）第３項に定める別表１から衛生学研究科関係条項を削除する。

附則

１ この規程は、平成 年４月１日から施行する。

２ 医学研究科の廃止にともない、第４条（学位論文提出の資格）、第５条（獣医学系研究科獣医学専攻博士課程

及び医学研究科博士課程への学位論文提出の要件）並びに第６条（学位の授与の申請）第３項に定める別表１か

ら医学研究科関係条項を削除する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則

１ この規程は、平成 年４月１日から施行する。

２ 医療衛生学部衛生技術学科臨床検査学専攻・産業衛生学専攻の廃止にともない、第２条（学位の種類）から学

士（衛生技術学）を削除する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。
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附則

１ この規程は、平成 年４月１日から施行する。

２ 薬学研究科薬学専攻修士課程の廃止にともない、第２条（学位の種類）から修士（薬学）、修士（臨床薬学）

を削除する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成 年 月 日から施行する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則（北学総第 号）

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則（北学総第 号）

この規程は、 年４月１日から施行する。

附則（北学総第 号）

この規程は、 年４月１日から施行する。

附則（北学総第 号）

この規程は、 年４月１日から施行する。

附則（北学総第 号）

この規程は、 年４月１日から施行する。

附則（北学総第 号）

１ この規程は、 年 月 日から施行する。

２ 第４条（学位論文提出の資格）については、 年度入学者及び在学者から適用する。

附則（北学総第 号）

この規程は、 年４月１日から施行する。

附則

この規程は、 年４月１日から施行する。

  

（（２２））学学費費・・奨奨学学金金関関係係  

①①北北里里大大学学学学費費のの納納入入及及びび学学費費のの取取りり扱扱いいにに関関すするる規規程程  

  

（趣旨） 

第１条 この規程は、北里大学学則第43条から第45条まで及び北里大学大学院学則第54条から第56条までの規

定に基づき、学費の納入及び学費の取扱いについて必要な事項を定めるものとする。 

（学費の定義） 

第２条 この規程において「学費」とは、入学金、授業料、施設設備費及び教育充実費をいう。 

（納入方法） 

第３条 学費は、年額を一括して前期に納入（以下「全納」という。）し、又は年額の２分の１ずつを前期及

び後期の２回に分けて納入（以下「分納」という。）するものとする。 

２ 学費のうち入学金は、全納とする。 

３ 学費のうち授業料、施設設備費及び教育充実費は、全納又は分納のいずれかによるものとする。 

４ 北里会費（委託徴収）は、全納とする。 

（入学試験合格者への適用） 

第４条 入学試験合格者は、学費のうち入学金を入学手続時に全納する。学費のうち授業料、施設設備費及び

教育充実費は、全納又は分納のいずれかによるものとする。ただし、医学部学士入学者（９月入学）は全納の

みとする。 

２ 諸会費等は、入学手続時に全納する。 

３ 入学試験合格者とは、学校推薦型選抜試験合格者、総合型選抜試験合格者、一般選抜試験合格者、特別選抜

試験合格者及び編入学試験合格者をいう。 

４ 入学試験合格者で、入学手続を終了した者（入学予定者）が入学辞退を願い出たときは、所定の期日までに

辞退手続を完了すれば、入学金以外の納付金を返還する。ただし、学校推薦型選抜試験・総合型選抜試験合格

者は、本大学の専願者として取り扱うので、入学の辞退がやむを得ない理由（病気、怪我等で就学が困難にな

った場合）と本大学が認めた場合に限り、入学金以外の納付金を返還する。 

５ 本大学の学生で、新たに入学試験を受け、本大学の他の学部又は同一学部内の他の学科若しくは他の専攻に

合格した者が願い出たときは、既納の入学金相当額を新たに入学する学部、学科、専攻の入学金から減額する

ものとし、差額に不足がある場合はそれを徴収する。 

６ 大学院の入学試験合格者で、本大学を卒業した者（見込み者を含む。）又は本大学院を修了した者（見込み

者を含む。）は、入学金を免除する。 

（納入期日） 

第５条 学費は、毎年前期は４月１日から４月30日までに、後期は10月１日から10月31日までに所定の額を納

入するものとする。 

（延納） 

第６条 所定の期日までに学費を納入できない者が学費の延納を願い出たときは、2ヵ月以内の延納を認めるこ

とができる。 
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附則

１ この規程は、平成 年４月１日から施行する。

２ 薬学研究科薬学専攻修士課程の廃止にともない、第２条（学位の種類）から修士（薬学）、修士（臨床薬学）

を削除する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成 年 月 日から施行する。

附則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則（北学総第 号）

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附則（北学総第 号）

この規程は、 年４月１日から施行する。

附則（北学総第 号）

この規程は、 年４月１日から施行する。

附則（北学総第 号）

この規程は、 年４月１日から施行する。

附則（北学総第 号）

この規程は、 年４月１日から施行する。

附則（北学総第 号）

１ この規程は、 年 月 日から施行する。

２ 第４条（学位論文提出の資格）については、 年度入学者及び在学者から適用する。

附則（北学総第 号）

この規程は、 年４月１日から施行する。

附則

この規程は、 年４月１日から施行する。

  

（（２２））学学費費・・奨奨学学金金関関係係  

①①北北里里大大学学学学費費のの納納入入及及びび学学費費のの取取りり扱扱いいにに関関すするる規規程程  

  

（趣旨） 

第１条 この規程は、北里大学学則第43条から第45条まで及び北里大学大学院学則第54条から第56条までの規

定に基づき、学費の納入及び学費の取扱いについて必要な事項を定めるものとする。 

（学費の定義） 

第２条 この規程において「学費」とは、入学金、授業料、施設設備費及び教育充実費をいう。 

（納入方法） 

第３条 学費は、年額を一括して前期に納入（以下「全納」という。）し、又は年額の２分の１ずつを前期及

び後期の２回に分けて納入（以下「分納」という。）するものとする。 

２ 学費のうち入学金は、全納とする。 

３ 学費のうち授業料、施設設備費及び教育充実費は、全納又は分納のいずれかによるものとする。 

４ 北里会費（委託徴収）は、全納とする。 

（入学試験合格者への適用） 

第４条 入学試験合格者は、学費のうち入学金を入学手続時に全納する。学費のうち授業料、施設設備費及び

教育充実費は、全納又は分納のいずれかによるものとする。ただし、医学部学士入学者（９月入学）は全納の

みとする。 

２ 諸会費等は、入学手続時に全納する。 

３ 入学試験合格者とは、学校推薦型選抜試験合格者、総合型選抜試験合格者、一般選抜試験合格者、特別選抜

試験合格者及び編入学試験合格者をいう。 

４ 入学試験合格者で、入学手続を終了した者（入学予定者）が入学辞退を願い出たときは、所定の期日までに

辞退手続を完了すれば、入学金以外の納付金を返還する。ただし、学校推薦型選抜試験・総合型選抜試験合格

者は、本大学の専願者として取り扱うので、入学の辞退がやむを得ない理由（病気、怪我等で就学が困難にな

った場合）と本大学が認めた場合に限り、入学金以外の納付金を返還する。 

５ 本大学の学生で、新たに入学試験を受け、本大学の他の学部又は同一学部内の他の学科若しくは他の専攻に

合格した者が願い出たときは、既納の入学金相当額を新たに入学する学部、学科、専攻の入学金から減額する

ものとし、差額に不足がある場合はそれを徴収する。 

６ 大学院の入学試験合格者で、本大学を卒業した者（見込み者を含む。）又は本大学院を修了した者（見込み

者を含む。）は、入学金を免除する。 

（納入期日） 

第５条 学費は、毎年前期は４月１日から４月30日までに、後期は10月１日から10月31日までに所定の額を納

入するものとする。 

（延納） 

第６条 所定の期日までに学費を納入できない者が学費の延納を願い出たときは、2ヵ月以内の延納を認めるこ

とができる。 
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